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第
21
回
通
常
総
代
会
は
、
総
代
総
数

６
９
１
人
の
う
ち
、
死
亡
等
の
資
格
喪
失

が
17
人
、
実
総
代
数
は
６
７
４
人
で
、
本

人
出
席
が
２
８
７
人
、
委
任
状
出
席
が
０

人
、
書
面
議
決
書
が
３
３
９
人
と
な
り
、

出
席
総
数
６
２
６
人
で
総
代
会
が
成
立

し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
湯
梨
浜
地
区
の
入
江
誠
さ
ん
、

倉
吉
地
区
の
福
田
肇
さ
ん
が
選
任
さ
れ
、

定
款
の
一
部
変
更
な
ど
13
の
議
案
が
上
程

さ
れ
た
結
果
、
全
て
の
議
案
が
原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
特
別
決
議
／
食
料
安
全
保
障

を
柱
と
す
る
基
本
政
策
の
確
立
に
向
け
た

特
別
決
議
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
鳥
取 
自
己

改
革
の
実
現
に
向
け
た
特
別
決
議
」
も
満

場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

開会あいさつを行う栗原組合長

第21回 通常総代会

議案について説明する永田専務平成30年度「鳥取県優秀経営農林水産業者等」表彰者の皆様
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第１号議案　定款の一部変更について
第２号議案　  定款変更に伴う監事監査規程の一部変更について

（報告事項）　  平成30年度貸借対照表、損益計算書及び注記表並びにその附属明細書について
第３号議案　  第21年度（平成30年度）事業報告及び剰余金処分案の承認について
第４号議案　  第22年度（平成31年度）事業計画の設定について
第５号議案　  施設設置計画及び施設等資産処分計画の設定について
第６号議案　  第22年度（平成31年度）経費の賦課及び徴収方法の決定について
第７号議案　  第22年度（平成31年度）理事の報酬額の決定について
第８号議案　  第22年度（平成31年度）監事の報酬額の決定について
第９号議案　  第22年度（平成31年度）団体等に対する出資又は出えんについて
第10号議案　  平成31年産米の政府売渡し及び販売委託を組合に委任することについて
第11号議案　  平成31年産大豆及び麦の取り扱いを組合に委任することについて
第12号議案　  平成31年度補助金の代理受領を組合が受任することについて
第13号議案　会計監査人の選任について

（報告事項）　「ＪＡバンク基本方針」の変更について
特別決議（案）　  食料安全保障を柱とする基本政策の確立に向けた特別決議（案）
特別決議（案）　  ＪＡグループ鳥取 自己改革の実現に向けた特別決議（案）
　　　　　　～ＪＡ自己改革取組宣言～
 平成31年4月25日 総代会開催

議案並びに議決の要領

第21年度（平成30年2月1日から平成31年1月31日まで）事業報告
組合の事業活動の概況に関する事項

当該事業年度の末日における主要な事業活動の内容と成果
　ＪＡ鳥取中央は、平成30年２月に合併して満20周年を迎え、10年・20年先も愛されるＪＡ
をめざして、『農業愛』『人間愛』『中央愛』の３つの経営理念を宣言し、食と農を基軸とした地域
に根差した協同組合づくりをめざした積極的な「創造的自己改革」に取り組むこととしました。
　平成30年度は第７次中期経営計画の１年目にあたり、自己改革の３つの基本目標である

「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」に、「事業の再編等選択と集中」「働き
やすい職場環境の構築」「組織・経営体質の強化」を加えた６つを重点方針として、「持続可能
な農業」「地域社会への貢献」「協同組合としての役割発揮」などの実現に向けた自己改革を進
め、以下のとおり着実な実践に取り組んでまいりました。
⑴農業生産の拡大
　①「ＪＡ鳥取中央・地方創生総合戦略」の継続（３年目）により産地基盤の拡大につなげました。
　②  多様な担い手の育成・支援の展開と出向く営農指導体制を確立しました。
　③  農業分野の人材確保対策として「農業人財紹介センター」を設置し、労働力の確保に努め

ました。
⑵農業者の所得増大
　①  生産振興と販売対策に取り組み、169億9,700万円の販売額となり、14品目で過去最高

の販売単価を達成しました。（らっきょう、西瓜、メロン、和牛子牛など）
　②米は「集荷後価格決定方式」による早期精算し、生産者手取りの早期確定を実施しました。
　③  生産コストの低減対策として、統一銘柄による資材価格抑制と「資材価格設定委員会」を

設置し情報公開と価格設定の見える化を図りました。
　④  営農経済渉外活動の拡充につなげるため、物流体制の効率化を図る物流改革プロジェク

トを設置しました。（平成30年２月より14回開催）
⑶営農事業の再編等選択と集中
　①営農部門の事業と機構を再編し、収支改善に努めました。
　②  畜産経営安定対策としてＪＡ独自でセーフティ－ネット事業を創設し、畜産経営の安定

継続を図りました。
　③  直売所の機能再編として、フルテリア、フルテリア西郷の統合店舗「旬鮮プラザよってみ

たい菜」をオープンし効率化を図りました。
⑷働きやすい職場環境の構築
　①  ワークライフバランスの実現と４月から施行される働き方改革関連法の遵守に向けた

業務の見直しと人事管理制度の見直しに着手しました。
　②  ＪＡ経営を取り巻く環境変化に対応できる人材を育成するために、経営理念を基本とし

た「ＪＡ鳥取中央教育研修体系」を策定し、各種教育研修・階層別マネジメント研修を行
い、各種検定試験・認証試験に積極的に取り組みました。

　③チャレンジ制度は、職員による「提案制度」や職員への「表彰制度」を策定し実施しました。
⑸組織・経営体質の強化
　①  自己資本の基準（固定比率）改善計画に沿った取り組みと不稼働資産の処分等を実施し

財務改善を図り、経営基盤の強化に努めました。
　②  自己資本比率の維持・向上に向けて剰余金の確保と内部留保に努めました。
　③  公認会計士監査に対応した内部統制システムを構築しコンプライアンス体制の強化に

努めました。
⑹地域の活性化
　ＪＡの総合事業やくらしの活動を展開し、地域の関係団体との連携を通じて協同組合とし
ての役割を発揮
　①農業・食・協同組合への理解を深める学習・広報活動に取り組みました。
　②  協同組合（農業・林業・漁業・酪農）で連携し地域貢献を図る「森と大地と海のスクラム協

定」を締結しました。
　③農業メインバンクとして、出向く総合支援体制により農業経営相談や農業資金に応えました。
　④  くらしの活動や様々な年代に向けた総合事業を展開し、地域コミュニティの活性化を支

援しました。
　⑤  地域や子どもの未来に貢献する「みらいサポート愛」を設置し、地域社会への貢献活動に

取り組みました。
　⑥  支所を拠点とした「支所行動計画」を策定し、地域とのつながりを強める活動を展開しま

した。

貯 金 平 均 残 高 1,563億円
貸 出 金 平 均 残 高 256億円
長期共済保有契約高 5,413億円
長期共済新契約高（保障金額） 469億円
購 買 品 供 給 高 55億円
販 売 品 販 売 高 170億円

主要事業の平成30年度実績

剰余金処分案
第21年度（平成31年1月31日）

　　　科　　目　　　　　 金　　額
1. 当期未処分剰余金 263,459,701円
2. 剰余金処分額 209,682,595円
　 （1）利益準備金 40,000,000円
　 （2）任意積立金 151,000,000円
　　　（うち特別積立金） （50,000,000円）
　　　（うち農業振興積立金） （50,000,000円）
　　　（うち食農教育積立金） （1,000,000円）
　　　（うち固定資産リスク調整積立金） （50,000,000円）
　 （3）出資配当金 18,682,595円
3. 次期繰越剰余金 53,777,106円

⃝優秀経営農林水産業者
　畜　産　部　門　　森本　　健
　　　　　　　　　　　　　祐子（倉 吉 市）

　園　芸　部　門　　茅原拡太良（倉 吉 市）
　　　　〃　　　　　日置　宣仁
　　　　　　　　　　　　美佐子（北 栄 町）

　園芸・農産部門　　財賀　敏昭（琴 浦 町）
⃝農林水産業功労者
　園　芸　部　門　　山本　昌介（湯梨浜町）
　　　　〃　　　　　杉川　将登（北 栄 町）
　農産・園芸部門　　西谷美智雄（倉 吉 市）
　　　　〃　　　　　川上　　肇（琴 浦 町）
⃝優秀集落営農組織
　藤津営農組合 （湯梨浜町）
　農事組合法人別宮営農組合 （琴 浦 町）
⃝未来を担う青年農林水産業者
　園　芸　部　門　　籔内　秀平（倉 吉 市）
　　　　〃　　　　　吉本　哲明（北 栄 町）
　園芸・農産部門　　前田　佳寛（湯梨浜町）
　　　　〃　　　　　上向　信之（琴 浦 町）
⃝いきいき農林水産業者
　農　産　部　門　　山本　淑恵（倉 吉 市）
　園　芸　部　門　　亀井　品行（倉 吉 市）
　園芸・農産部門　　吉村　耕一（湯梨浜町）
　　　　〃　　　　　梅津恵美子（北 栄 町）
⃝いきいき農林水産業組織
　ＪＡ鳥取中央 椎茸生産部 （倉 吉 市）
　仙津果樹生産組合 （湯梨浜町）
　琴浦ブロッコリー青年部 （琴 浦 町）

《勤続30年》12名
 小泉　浩恵　　内田　成則　　平野　順一
 前坂　靖雄　　杉谷　大成　　赤熊　泰博
 山﨑　文弘　　野儀　明彦　　福田　秋一
 亀井　宏倫　　門脇真理子　　里田　斉昭

《勤続20年》 ３名
 杉原　秀寿　　鳥飼　昭宏　　北中　秀和

記念品贈呈� 【敬称略】

表　　　彰

平成30年度「鳥取県優秀
経営農林水産業者等」表彰者

永年勤続表彰者
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第21年度（平成31年１月31日現在）貸借対照表

第21年度（平成30年2月1日から平成31年1月31日まで）損益計算書

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

（資産の部） （負債の部）

1. 信用事業資産

2. 共済事業資産

3. 経済事業資産

4. 雑資産

5. 固定資産

6. 外部出資

7. 繰延税金資産

150,606,893 

21,016 

4,200,915 

1,454,584 

17,703,746 

4,516,634 

145,459  

1. 信用事業負債 157,326,426
2. 共済事業負債 580,830
3. 経済事業負債 2,455,159
4. 設備借入金 2,766,156
5. 雑負債 647,703
6. 諸引当金 1,217,616
7. 再評価に係る繰延税金負債 1,842,053
　負債の部合計 166,835,944

（純資産の部）
1. 組合員資本 7,584,956
2. 評価・換算差額等 4,228,350
　純資産の部合計 11,813,306

資産の部合計 178,649,251 　負債及び純資産の部合計 178,649,251

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

1. 事業総利益 3,688,811 2. 事業管理費 3,529,440 
　信用事業総利益 1,016,420 　　事業利益 159,370 
　共済事業総利益 1,022,149 3. 事業外収益 403,830 
　購買事業総利益 361,668 4. 事業外費用 186,393 
　販売事業総利益 495,946 　　経常利益 376,807 
　保管事業総利益 4,533 5. 特別利益 487,346 
　加工事業総利益 291 6. 特別損失 825,862 
　利用事業総利益 622,501 　　税引前当期利益 38,292 
　その他事業総利益 272,114 　　当期剰余金 90,771 
　指導事業収支差額 △ 106,814 　　当期未処分剰余金 263,459 

（単位：千円）

（単位：千円）

　ＪＡ鳥取中央は組合員とともに「必要とされるＪ
Ａ」を目指し、自己改革・経営改革へ挑戦いたします。
１．  地域農業を振興するため、農業生産の拡大と農業者の所

得増大を目指す自己改革の着実な実践
２．  環境変化に適応した事業の選択と集中に基づく経営基

盤の強化と内部統制整備の構築
３．  働きやすい職場環境の構築による職場の活性化と組合

員等への最大のサービス提供
４．  組合員（正・准）の事業運営への参加・参画による協同組

合運動の強化及び組織基盤づくり
５．広報・情報・文化活動を通じた食農教育と地域の活性化

第22年度（令和元年度）基本方針主要事業の令和元年度目標
貯　金　期末残高 ………………………… 1,569億円

　　　　平均残高 ………………………… 1,569億円

貸出金　期末残高 ………………………… 257億円

　　　　平均残高 ………………………… 256億円

長期共済　保有契約高 …………………… 5,280億円

長期共済　新契約高（保障金額）………… 442億円

購買品供給高 ……………………………… 56億円

販売品販売高 ……………………………… 170億円
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参
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監
　事

　会

常
勤

監
事

常
　

　
務

監 　 事 　 室

監 　 査 　 課

企 画 管 理 課

経 　 理 　 課

教 育 人 事 課

広 　 報 　 課

総 　 務 　 課

葬 祭 業 務 課

フ ァ ー マ ー ズ

事 　 　 業 　 　 課

Ａ  コ  ー  プ

事 　 　 業 　 　 課

観 　 光 　 課

葬 祭 管 理 課

生 活 福 祉 課

共 済 業 務 課

普 及 推 進 課

推 進 企 画 課

融 　 資 　 課

資 　 金 　 課

金 融 業 務 課

み ど り 有 機 課

畜 　 産 　 課

資 　 材 　 課

水 田 経 営 課

果 実 園 芸 課

営 農 推 進 課

営 農 企 画 課

直 　 販 　 課

債
権

対
策

室

ロ ー ン セ ン タ ー

　 カ ン ト リ ー

ラ イ ス セ ン タ ー

監 　 査 　 部

企 画 管 理 部

総 　 務 　 部

生 　 活 　 部

店 舗 事 業 部

推 　 進 　 部

金 　 融 　 部

畜 　 産 　 部

農 　 産 　 部

営 農 企 画 部

リ ス ク 統 括 室

関 連 会 社

　 ㈲ グ リ ー ン サ ー ビ ス

　 ㈱ 北 栄 ド リ ー ム 農 場

㈱ グ リ ン コ ー プ

㈱ Ｊ Ａ 中 央 サ ー ビ ス

鳥 取 東 伯 ミ ー ト ㈱

㈱ グ リ ー ン フ ァ ー ム 大 黒

子
 会

 社
メ モ リ ア ル ホ ー ル あ じ さ い

メ モ リ ア ル ホ ー ル 福 本

福 祉 セ ン タ ー ひ だ ま り

あ ぐ り ポ ー ト 琴 浦 ２ 号 店

あ ぐ り ポ ー ト 琴 浦

ハ ワ イ 夢 マ ー ト

楽 市 楽 座

旬 鮮 プ ラ ザ よ っ て み た い 菜

旬 鮮 プ ラ ザ 満 菜 館

外 販 セ ン タ ー

Ａ コ ー プ せ き が ね 店

Ａ コ ー プ 下 北 条 店

ト ピ ア 店

Ａ コ ー プ 赤 碕 店

ロ ー ソ ン ポ プ ラ 中 央 栄 店

竹 田 生 活 セ ン タ ー

ポ プ ラ Ｊ Ａ 三 徳 店

ポ プ ラ Ｊ Ａ 山 守 店

メ モ リ ア ル ホ ー ル 報 恩 舎

倉
　

　
　

吉
　

　
　

市
　

　
　

統
　

　
　

括
　

　
　

支
　

　
　

所
湯

梨
浜

町
統

括
支

所
北

栄
町

統
括

支
所

琴
浦

町
統

括
支

所
琴

浦
営

農
セ

ン
タ

ー
北

栄
営

農
セ

ン
タ

ー
湯

梨
浜

営
農

セ
ン

タ
ー

中
央

営
農

セ
ン

タ
ー

共 　 　 済 　 　 課

金 　 　 融 　 　 課

組 　 合 　 員 　 課

河
北

支
所

共 　 　 済 　 　 課

金 　 　 融 　 　 課

組 　 合 　 員 　 課

倉
吉

支
所

共 　 　 済 　 　 課

金 　 　 融 　 　 課

組 　 合 　 員 　 課

久
米

支
所

共 　 　 済 　 　 課

金 　 　 融 　 　 課

組 　 合 　 員 　 課

羽
合

支
所

共 　 　 済 　 　 課

金 　 　 融 　 　 課

組 　 合 　 員 　 課

泊
支

所

共 　 　 済 　 　 課

金 　 　 融 　 　 課

組 　 合 　 員 　 課

北
条

支
所

西 倉 吉 出 張 所

共 　 　 済 　 　 課

金 　 　 融 　 　 課

組 　 合 　 員 　 課

大
鴨

支
所

山 守 相 談 プ ラ ザ

共 　 　 済 　 　 課

金 　 　 融 　 　 課

組 　 合 　 員 　 課

関
金

支
所

三 徳 出 張 所

竹 田 相 談 プ ラ ザ

湯 梨 浜 相 談 プ ラ ザ

共 　 　 済 　 　 課

金 　 　 融 　 　 課

組 　 合 　 員 　 課

東
郷

支
所

共 　 　 済 　 　 課

栄 出 張 所

金 　 　 融 　 　 課

組 　 合 　 員 　 課

大
栄

支
所

共 　 　 済 　 　 課

下 郷 相 談 プ ラ ザ

金 　 　 融 　 　 課

組 　 合 　 員 　 課

東
伯

支
所

共 　 　 済 　 　 課

以 西 相 談 プ ラ ザ

金 　 　 融 　 　 課

組 　 合 　 員 　 課

赤
碕

支
所

共 　 　 済 　 　 課

金 　 　 融 　 　 課

組 　 合 　 員 　 課

三
朝

支
所

資 　 　 材 　 　 課

果 実 農 産 園 芸 課

資 　 　 材 　 　 課

果 実 農 産 園 芸 課

資 　 　 材 　 　 課

水 田 営 農 対 策 課

北 条 経 済 セ ン タ ー

赤 碕 経 済 セ ン タ ー

北 栄 ・ 琴 浦 育 苗

果 実 園 芸 課

情 報 セ ン タ ー

総 合 育 苗 セ ン タ ー

水 田 営 農 対 策 課

資 　 　 材 　 　 課

果 実 園 芸 課

三 朝 経 済 セ ン タ ー

関 金 経 済 セ ン タ ー

Ｊ
Ａ

鳥
取

中
央

 組
織

機
構

図
（

平
成

31
年

４
月

１
日

現
在

）
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第16期あぐりキッズスクールあぐりキッズスクール
　教育文化活動の一環である「第16期あぐりキッズス
クール」の開校式が行われました。県中部の小学生80
人が参加し、様々な農業体験を通じてたくさんの友達
を作り、“食”と“農”について一年間学習していきます！

大山をバックに！一年間たくさん学習するぞー！

開校式

天神クラス 鴨水クラス 湯梨浜クラス 北栄・琴浦クラス

地産地消食材を
使った昼食会

地元でとれたごはんは最高！

いっただき
まーす！

きぬむすびちゃんも
駆けつけてくれたよ！

お
い
し
い
〜
!!

イェ～イ
!!

家の光協会の
前田さんと五十畑さんからクイズ！

第１回
カリキュラム

イチゴについて学ん
だよ！

な
る
ほ
ど
！

　な
る
ほ
ど
!!

北栄ドリーム農場の
飯田場長さん

甘くて
おいしい！

しんちゃんがイチゴの採り方を
教えてくれたよ！

大きいイチゴ
発見！

イチゴ収穫体験in北栄ドリーム農場

親子で楽しくイチゴ狩り♪

お
い
し
そ
う
〜
♡

真
っ
赤
だ
よ
！

た
く
さ
ん
食
べ
て
ね
！

農高生のみなさん
1年間よろしく
お願いします！

いっぱい
食べるぞー！
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今
回
、
登
場
し
て
い
た
だ
く
の
は
福
本
安
志
さ
ん
で
す
。

　
安
志
さ
ん
は
18
年
間
、
建
設
会
社
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
資
材
の
品
質
管
理
な

ど
を
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
の
４
月
か
ら
生
ま
れ
育
っ
た
地

元
の
湯
梨
浜
町
で
お
父
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
梨
の
生
産
者
と
し
て
新
た
な

人
生
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
20
世
紀
70
㌃
、
王
秋
20
㌃
、
新
甘

泉
10
㌃
を
ご
両
親
と
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。
農
業
を
始
め
る
こ
と
に
関
し
て

は
、「
子
ど
も
の
頃
か
ら
梨
の
袋
掛
け
を
し
た
り
、
梨
を
運
ん
だ
り
と
い
っ

た
作
業
は
し
て
い
た
し
、
自
分
の
努
力
次
第
で
収
入
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

る
農
業
は
魅
力
的
だ
と
思
っ
た
」
と
い
う
想
い
で
先
祖
代
々
続
く
梨
の
栽
培

を
続
け
て
い
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
「
就
農
前
と
比
べ
る
と
今
は
、
緑
に
囲
ま
れ
、
自
然
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら

の
生
活
。
体
を
動
か
す
の
が
好
き
だ
し
、
季
節
を
感
じ
な
が
ら
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
の
は
農
業
を
始
め
て
感
じ
た
メ
リ
ッ
ト
。
農
作
業
の
省
力
化
、
経

費
の
削
減
な
ど
の
課
題
は
あ
る
が
、
今
は
と
に
か
く
、
一
日
も
早
く
一
人
前

の
生
産
者
に
な
る
こ
と
が
目
標
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

　
安
志
さ
ん
に
と
っ
て
の
農
業
と
は「
全
て
は
や
る
気
次
第
。柔
軟
性
を
持
っ

て
、
先
輩
た
ち
が
経
験
し
た
こ
と
に
関
心
を
持
ち
、
直
接
教
え
て
も
ら
わ
な

く
て
も
見
て
覚
え
て
い
く
事
も
大
切
。
汗
を
か
い
て
、
頑
張
っ
た
人
は
必
ず

報
わ
れ
る
と
思
う
か
ら
」
と
前
向
き
に
考
え
ま
す
。

　

安
志
さ
ん
は
、
現
在
、
一

緒
に
野
球
を
観
戦
を
し
て
く

れ
る
お
嫁
さ
ん
を
募
集
中
で

す
！
農
業
に
関
心
が
あ
っ
て
、

野
球
が
大
好
き
な
方
。
山
田

谷
の
梨
園
で
汗
を
流
す
安
志

さ
ん
を
見
か
け
た
ら
是
非
、

声
を
掛
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

野
球
談
話
に
花
を
咲
か
せ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

安
志
さ
ん
の
農
業
人
生
は

今
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
こ

れ
か
ら
も
、
い
ろ
ん
な
試
練

を
乗
り
越
え
て
、
家
族
で
楽

し
く
梨
作
り
を
続
け
て
く
だ

さ
い
！
応
援
し
て
い
ま
す
！

湯梨浜町 梨生産者 福
ふく

本
もと

安
やす

志
し

さん（41）

農業はやる気次第！

～次代を担う～

　

岡
本
さ
ん
は
、
本
格
的
に
ぶ
ど
う
栽
培
を
始
め
て
20
年
目
。
50
㌃
の

面
積
で
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
、
巨
峰
、
ピ
オ
ー
ネ
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

を
栽
培
し
、
北
条
支
所
ぶ
ど
う
部
会
の
生
産
部
長
も
務
め
て
い
ま
す
。

　

岡
本
さ
ん
に
、
生
産
部
長
と
し
て
ぶ
ど
う
作
り
に
か
け
る
想
い
を
お

聞
き
す
る
と
、「
一
人
だ
け
が
ず
ば
抜
け
て
良
く
て
も
ダ
メ
。
生
産
部
全

体
で
底
上
げ
し
て
美
味
し
い
も
の
を
作
る
と
い
う
気
持
ち
で
日
々
努
力

し
て
い
る
よ
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。「
現
状
を
維
持
し
、
さ
ら
に
発
展
す

る
た
め
多
く
の
人
に
ぶ
ど
う
作
り
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
」
が
、

今
後
の
北
条
ぶ
ど
う
の
目
標
だ
と
い
い
ま
す
。

　
「
気
候
に
も
左
右
さ
れ
、
温
度
管
理
に
も
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
、
一
年
一
年
学
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
小

さ
な
花
穂
が
５
０
０
㌘
く
ら
い
に
な
っ
た
時
、
何
事
に
も
代
え
が
た
い

達
成
感
が
あ
る
よ
！
」
と
ぶ
ど
う
作
り
の
や
り
が
い
と
喜
び
を
笑
顔
で

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
も
ほ
か
の
生
産
農
家
の
畑
へ
行
き
、
勉
強
を
続
け
て
い
る

と
い
う
岡
本
さ
ん
。
自
ら
学
ぶ
姿
勢
が
大
事
だ
と
話
し
、「
一
番
大
切
な

の
は
、
ぶ
ど
う
作
り
を
好
き
に
な
る
こ
と
！
一
生
懸
命
努
力
し
た
ら
必

ず
結
果
が
出
せ
る
。
若
い
生
産
者
に
は
人
か
ら
学
び
、
研
鑽
を
重
ね
、

意
欲
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
な
ぁ
…
！
」
と
若
手
農
業
者

に
対
す
る
期
待
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

匠
からのメッセージ

農の

北
栄
町
　
ぶ
ど
う
生
産
者

岡お
か

本も
と 

重し
げ

光み
つ

さ
ん（
71
）

7



　自社取扱いの「鳥取和牛」「東伯牛」「大山豚」「大山ルビー豚」などのブランドを広め、お取引先
に信頼される営業マンとして、商品知識や販売スキルの向上に努め、日々営業活動に励んでい
ます。

　各種イベント、県内外のＰＲ活動などの販
売推進活動と、ギフト商品・生協・ふるさと納
税・学校給食などの企画作成と合わせ、伝票
発行などの営業補佐業務を担当しています。

　プラッツ直営店、満菜館・ハワイ夢マート・
よってみたい菜各精肉コーナーの４店舗で
運営しています。安心安全な“肉のとうはく”
直営店へぜひお越しください。

本社営業課 島根営業所

販売企画課 直販店舗部門

当社
の工場は、鳥
取県内食肉業界
初の食品安全認証

「FSSC22000」を取
得しました。

確かな品質管理のも
と、みなさまに安心・
安全な商品の提
供に努めてい
ます。

女 性 会女 性 会 青壮年部青壮年部
「翔」（かける）

2019年度JA鳥取中央青壮年部倉吉市支部キャッチフレーズ
　倉吉市支部は145名の盟友が所属する青壮年部組
織で、９つの地区支部、４つの専門部から構成されてい
ます。各地区支部はもち米を栽培する傍ら地域との関
わりを第一に考え、地域イベントへの参加や食育活動
への取り組みも行っています。　
　今回は、専門部：蔬菜部の活動の一部を紹介します。
昨年は、種無し西瓜、小玉西瓜の栽培、ドローンの視察
研修を行い、盟友
の技術向上を図り
ました。上記以外
にも勉強会等を行
い、情報交換、盟友
同士のつながりを
大切に活動を行っ
ています。
　ぜひこの機会に
ご加入ください。

充実した活動へ！
～女性会専門部会～

　女性会専門部会を行い、女性会員、ＪＡ関係者ら約
70人が参加しました。
　各専門部の代表者と今年の活動を話し合い、発表
しました。生活部では、大山乳業農業協同組合の工場
見学、文化部では箸作りなど地域と関わりながら特色
ある活動を行っていきます。
　この専門部会は、支部間の交流を目的に各支部代
表者が集まり、年１回開いています。

各支部の活動を
紹介します!!

4/4

専門部会で１年の活動を計画 種無し西瓜査定会の様子
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　４月の中部農業みらい宣言では、４月１日から出荷の始まった倉
吉市特産の「大原トマト」の生育状況、販売目標や、西瓜、メロン
の定植は３月末時点で全地区合わせて85％の進捗率で進んでいるこ
となどを報告しました。
　らっきょうについては、暖冬に加え、日照量も適度にあったため
地上部、地下部ともに順調に生育。３月11日に行った生育調査の結
果は１球あたりの重量が大玉系で7.9ｇと前年対比172％、平年対
比156％と大きく上回った事もあり、今後の天候次第では平年以上
の収量が期待できる見込みです。
　畜産部門では新たな鳥取県の基幹種雄牛として選抜された「元花
江」についても触れ栗原組合長は「「元花江」と宮城全共で好成績
を残した「白鵬85の３」を父とする雌牛との交配により、再び「肉
質日本一」を目指す」と鹿児島全共に向けて決意を新たにしました。会見の最後には新規採用職員の紹介も行いました（右）

中部農業

みらい宣言
4月の

湯梨浜町　谷
たに

本
もと

安
やす

広
ひろ

 さん

　今回登場していただくのは、倉吉
パークスクエア内にある沖縄料理店

『とっとり かりゆし』のオーナーの谷
本安広さんです。46歳で前の仕事を
退職し、お店を始めてから今年で５年
目になります。
　仕事を辞め、人生について考えていたとき、ふと目に留まった「貝
殻節」の歌詞がその時の自分に重なったといい、「この曲を聴いてみ
たい！」と思い開いた動画が宮古島のライブハウスで三線を演奏し
ていたものだったそうです。三線の音色に魅せられた谷本さんは、
早速楽器を購入！ その後、“三線”がきっかけとなり、沖縄料理との
出会いや、沖縄の方々との出会いがあり、その恩返しと、三線を一緒
に演奏し、楽しんでもらいたいという気持ちから現在に至りました。
　お店のテーマはずばり、「音と食を通じて健康に！」。品質の高い
鳥取の食材と長寿食だと言われている沖縄の料理を掛け合わせ、食
の健康と、三線の音を使って心の健康をモットーにお店づくりをさ

れています。沖縄の郷土料理のひとつ「沖縄そば」は宮古島の製麺所から取り寄せた麺と、鳥取産のばら肉を
つかっているそうで、常連さんからも好評な人気メニューです。来店の際はぜひご賞味ください☆
　ほかにも石垣島のシンガーソングライター成底ゆう子さんのコンサートと、沖縄好きの赤碕こども園の子
どもたちとの交流も行い、「この活動が地域貢献だという気持ちでは一切やっていません。本物の音楽に出
会うことで、子ども達の良い思い出になればと思い、計画しました」と自身の思いを話す谷本さん。まずは、
目の前の人、出会った人に音楽で元気になってもらいたいという気持ちが根底にはあるといいます。「みん
なを元気にしたら自分も元気になると思う」と話し、「悩みや困っていることがあれば何でも話しに来ていい
よ」と言ってくださるとっても優しい方でした…!!

地域情報
発信室

★詳しくは、専用チラシをご請求ください。

◆旅行に関する
　　お問い合わせ・
　　お申し込みは

◆旅行企画・実施
観光庁長官登録旅行業第939号 観光庁長官登録旅行業第939号

松本　恭明 中尾吉徳
株式会社 農協観光 鳥取支店株式会社農協観光代理業 JA鳥取中央旅行センター ☎0857-26-0602☎0858-23-3054

●営業時間：平日AM8：20～PM5：05

（鳥取県知事登録旅行業者代理業第10号）

倉吉市越殿町1409  総合旅行業務取扱管理者 総合旅行業務取扱管理者

5日間

旅 行 代 金 268,000円
大人お一人様/2名1室利用/中四国各空港発着大人お一人様/2名1室利用/中四国各空港発着

旅行実施日 2019年7月4日㈭～8日㈪
◎中四国のANA便各空港から発着。
　安心の全日空でハワイへひとっ飛び！
◎ハワイチャリティウォークを開催します。
　ウォーキング中は、現地の日本人とのふれあいをお楽しみください。
◎Nツアーオリジナルメモリアルパーティーを開催します。7月5日の

夜は一夜限りのイベントをお楽しみください。
◎宿泊は、デラックスクラスのヒルトン ハワイアン ビレッジ指定です。

7月5日の夜は幻想的な花火（注1）をお楽しみいただけます。

旅の４大ポイント

ふれあいカーニバルinハワイ
ダイヤモンドヘッドの周辺
ココを歩きます2019年7月5日㈮開催
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白葱販売額３億円を達成へ！
～倉吉・関金白葱生産部総会～

いよいよ大原トマトの季節到来です！

各地区で水稲播種式

養豚生産部総会

　倉吉・関金白葱生産部第２回総会を行い、生産者、Ｊ
Ａ関係者ら約50人が参加しました。
　総会では、2018年度の事業報告、2019年度の事業
計画などについて協議し、承認されました。
　2018年度産は、７月上旬の大雨や、８月以降の高
温、干ばつなどの影響で数量は減ったものの、生産者の
栽培努力により例年並みの品質となり単価も安定して
推移しました。実績は、出荷量17万3,097ケース（１
ケース＝３㌔）、販売額２億2,742万7,893円、１ケー
ス当たりの販売単価1,314円でした。
　2019年度は、25万3,500ケース（同）、３億1,320
万円の出荷、販売に取り組みます。

　４月９日には東伯育苗施設で、12日には総合育苗センターで播種式を
行いました。
　東伯育苗センターでは、セレモニーとして水稲育苗箱に種を播き、水稲
播種の開始を祝いました。
　また、本年度からはどちらの施設でも、県のオリジナルブランド品種「星
空舞」の育苗も開始し、以下の通りの計画で行っていきます。

　倉吉市で栽培されている「大原（おはら）トマ
ト」の季節がいよいよ始まりました。
　今年も大玉で糖度と酸味のバランスのとれた
おいしい大原トマトに仕上がっています。
　「大原トマト」は生産者全員がエコファーマー
認定を受けており、無加温低段密植栽培で長期
熟成させ、甘いトマトに仕上げるのが特徴。
　出荷最盛期は
５月下旬から６
月上旬までで、
県内を中心に出
荷します。
　 今 年 は ６ 人
が 95.4㌃ で 栽
培、２万４千箱

（ １ 箱 ＝ 4㌔）、
4,480 万 円 の
出荷、販売を目
標 に 取 り 組 み 
ます。

　ＪＡ鳥取中央養豚生産部は平成30年度通常総会
を行い、生産者、行政、ＪＡ関係者ら17人が参加し
ました。
　2018年度の事業報告、19年度の事業計画などを
協議し承認されました。その後役員改選が行われ、
新生産部長には引き続き森本健さんが就任。
　18年度の実績は、肉豚出荷頭数１万2,254頭、販
売金額４億1,064万７千円となりました。
　19年度は講演会や研修会を行い、養豚に関する
情報収集や意見交換の活性化を図る取り組みや、
飼料試験を実施し、生産コストや生産性向上に向

けた取り組みを事業計画とし、１万1,620頭、３億
8,346万円の出荷、販売を目指します。

4/ 1

4/ 9

4/ 16

4/ 12

3/ 27

営農営農営農営農

中
央
営
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畜
　
産

総会の様子

総会の様子

東伯：種まきを行うＪＡ役職員

出荷の季節が始まった「大原トマト」

総合：播種機の稼働ボタンを押す栗原組合長

施　設
品 種 数

供給箱数 供給開始日 「星空舞」
供給箱数主食用米 飼料用米

東伯育苗 6品種 3品種 約4万箱 4月24日～ 1,800箱

総合育苗 ５品種 １品種 20万4,700箱 4月18日～ 1万500箱
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営農営農営農営農 “いつでもそばに”みんなのＪＡ
　倉吉支所は地元で開催された第15回「うわなだ
桜まつり」に参加しました。
　「地域に寄り添うＪＡ」を目指し、ＪＡ自己改革の
中で地域貢献の一環として昨年から参加。会場で
は、ＪＡ職員12人がビーフステーキとトンテキそ
れぞれ80枚を焼いて販売し、会場に訪れた地域住
民らと会話を弾ませながら交流を深めました。
　また、直売
所「旬鮮プラ
ザ よ っ て み
たい菜」も出
店し、旬のイ
チ ゴ と イ チ
ゴ 大 福 を 販
売しました。

　第８期女性大学ルミナールの第７回カリキュラ
ムで、卒業記念制作を行い、受講生11人が参加しま
した。
　竹灯篭工房の森下智道さんが講師となり、ドリル
の使い方や注意点などを説明した後、竹灯篭作りに
挑戦。受講生らは、月や、ハート、蝶など個々にデザ
インを決めていき、湯梨浜町で採れる孟宗竹に竹用
ドリルで穴をあけていきました。

　 そ の 後、
作 っ た 穴 に、
ビーズ、ビー
玉、因州和紙
などを使用し
て、飾り付け
を行い、個性
あふれる竹灯
篭を完成させ
ました！

　湯梨浜町立東郷小学校の３年生43人が梨の交配作業
を体験しました。
　毎年、百年樹への交配作業が行われていましたが、樹木
への負担が考慮され、今年度は、同園内の他の樹木への交
配となりました。
　ＪＡ鳥取中央の営農指導員が東郷梨の歴史や生産状況
について説明した後、倉吉農業改良普及所の普及員が交配
方法について説明。百年会のメンバー、営農指導員、普及
員らの指導のもと、児童たちは慎重に一花ずつ、大きく、美
味しくなるよう
に気持ちを込め
ながら交配を行
いました。
　 児 童 ら は 今
後、５月に小袋
掛け、６月に大
袋掛け、９月に
は収穫を行い、
地元特産の梨に
つ い て 学 習 し 
ます。

　倉吉市営相撲広場で小学
生の部・中学生の部で個人
戦、団体戦に分かれて行わ
れ、白熱した試合が繰り広
げられました。
　桜ずもうは先代佐渡ヶ嶽
親方・元横綱琴桜の顕彰と
青少年の健全育成を目的に
毎年行っています。ＪＡか
らは“米を食べて大きく成
長してもらおう”という願
いから「ことざくら米」を毎
年提供しています。

4/ 6 地域との交流深める
～倉吉支所「うわなだ桜まつり」参加～

4/ 18 竹灯篭作りに挑戦～ルミナール～

4/ 15 美味しくな～れ！
～東郷小学校３年生梨交配作業体験～

肉を販売しながら交流を深める職員たち

完成した竹灯篭を持って記念撮影☆

ファッションフェア2019
■と　き／5月25日●・26日●
■ところ／北条農村環境改善センター

土

北栄町田井7-1（北栄町役場北条庁舎前）

日
令和元年

■主催／JA鳥取中央
倉吉市越殿町１４０９ （生活福祉課）TEL.２３-３０32 粗品プレゼント

ご来場のお客様に

プレゼント

ＪＡ券プレゼント！

3万円以上お買い上げの方に

プレゼント

ＪＡ券プレゼント！

3万円以上お買い上げの方に

と き め き Fashion Fair

9：00～16：00

ラッキーカラー診断ラッキーカラー診断
カラーセラピスト来店！カラーセラピスト来店！
その場でお直しや玉替えも
出来ますので、ご持参ください
その場でお直しや玉替えも
出来ますので、ご持参ください

両日、屋外テントにて、
大原トマト、バナナを特別販売致します

ねばりが勝負！
故郷が生んだ横綱「ことざくら米」

楽しそうに交配をする児童

4/ 21 第41回桜ずもう
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　鳥取県を代表する梨「二十世紀」の生育が順調に進ん
でいます。
　ハウス梨「二十世紀」では、４月２日頃から10日頃に
かけて交配を行いました。琴
浦梨生産部の岩本典行生産部
長のハウスでは家族で交配作
業に汗を流しており、「市場、消
費者の期待に応えられるよう
出荷していきたい」と意気込み
を話していました。
　露地栽培では、４月８日頃か
ら16日頃にかけて交配作業を
行い、生産者は一花ずつ丁寧に
交配作業に汗を流しました。

　東郷果実部の山田均さんは「今年も大玉で美味しい梨
を作りたい。交配後も好天候の予想が出ているので、実
りの秋を期待している」と笑顔で話していました。

　直売所「旬鮮プラザ満菜館」では、生産者と消費者のふれあいの場として様々な交流会を行っています。
　９日は、レークサイド大栄でグラウンド・ゴルフ大会を行い、59人が参加。優勝賞品は誰もが欲しがる焼肉セッ
ト！ 参加者全員で笑顔が絶えない大会となりました。グラウンド・ゴルフの結果は下記の通りです。おめでとうご
ざいました！
　14日には、親子28人が参加し、倉吉市の野島康子さんのハウ
スでイチゴ狩り体験を行い、大人から
子どもまで真っ赤なイチゴ「レッド
パール」を堪能しました。

特産の梨「二十世紀」　ハウス・露地ともに順調に生育中！

生産者と消費者のふれあいの輪、拡大中！～満菜館交流会～

　ＪＡ鳥取県中央会
臨時総会の中で、三
朝町の坂西勝さんが
農業功績者表彰を受
賞しました。
　坂西さんは三朝神
倉大豆生産部の初代
生産部長として、栽
培面積の拡大、品質
の向上を実現するな
ど三朝神倉大豆の発
展に大きく貢献した
ことが今回の受賞に
つながりました。
　おめでとうござい
ました！

　2019年度新規採用職員を対象に、農業研修を行い
ました。新規就農者の育成に取り組んでいる同ＪＡ子
会社の㈱グリーンファーム大黒で西瓜「祭ばやし777」
の苗の定植を体験。
　同社社員から苗の植え付け方法や注意点を聞き、新

規 採 用 職 員
らは、15㌃の
ほ 場 に 株 間
80㌢ 間 隔 で
ビ ニ ー ル に
包 丁 で 切 り
込みを入れ、
500 本 の 苗
を 丁 寧 に 植
え 付 け て い
きました。

3/ 28 農業功績者表彰3/ 28 新規採用職員スイカの定植体験

賞状を手にする坂西さん

記念に全員でパシャリ！ イチゴ狩りを楽しむ参加者

ハウス梨「二十世紀」の交配を行う岩本部長 露地梨「二十世紀」の交配を行う山田さん

優　勝 生原範二 45打
準優勝 宮川政信 45打
3　位 中倉　仁 46打

4/4

定植作業の様子

4/ 9 4/ 14
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　主要特産物、長芋の植え付けが４月下旬から５月上
旬を最盛期に行われました。
　小芋を約27㎝間隔で地中から約10㎝の深さに植
え付け、収穫は10月下旬ごろを予定。ＪＡ鳥取中央
長芋生産部では117戸が
長芋6.51㌶、ねばりっこ
27.37㌶を合わせて117
戸が栽培する予定です。
　同部の今田浩朗販売部
長は「ブランドが確立し
てきた「ねばりっこ」と根
強い人気がある長芋をよ
り多くの消費者のもとに
届けられるよう栽培に取
り組んでいく」と意気込
みを話していました。

令和元年産！ 長芋の植え付けが行われました！

　主要特産物、スイカの交配が各地区で順調に行われ
ています。ハウス・トンネル栽培も含め６月上旬まで
続く予定です。
　スイカの交配はミツバチが主流ですが、琴浦町東伯
地区で栽培される黒皮スイカ「ことうらがぶりこ」は他
のスイカや交配専用品種の雄花を一つ一つ手で交配さ

せていきます。
　ＪＡ鳥取中央琴浦西瓜生
産部では 15人が 5.9㌶で
栽培し、今年は２万箱（１箱
＝約15㌔）、７千万円の出
荷・販売を目指し取り組ん
でいきます。
　同部の中谷勇人さんは

「良い実がついて、しっかり
収穫できるように丁寧に交
配している」と一花ずつ交
配作業に励んでいました。

　各地区で年金友の会総会が行われ、４月23日にＪＡ
鳥取中央年金友の会会長会が開催されました。各種実
績報告の後、第22回ＪＡ鳥取中央年金友の会グラウン
ドゴルフ大会の開催ならびに年金友の会会長会規約に
ついて協議されました。
　今年度もグラウンドゴルフ大会の開催などの活動を
精力的に行っていきます。

　㈱グリーンファーム大黒は新規就農を目指す研修生
を受け入れ、農作業研修を実施しました。この取り組み
は、生産者同士の情報交換、栽培技術の向上、仲間作りな
どを目的としています。
　４月３～５日、10～11日は、２回に分け
て県立農業大学校のあぐりチャレンジ科の
研修生5人を受け入れ、スイカのツルをまと
め、そろえる整枝作業を行いました。
　12日には、ＪＡ倉吉西瓜生産部、鳥取県農
業改良普及所との連携により、スイカ生産者
として新規就農を目指す研修生３人を受け入
れ、一株から四本のつるを選ぶ「ツル決め」作

業を行いました。研修生は「現場での経験を積み、早くお
いしいスイカが作れるよう頑張りたい」と話していました。
　今後もこの取り組みは継続して実施される予定です。

　４月１日から本田技研工業株式会社のウェブサイト
「パワープロダクツ・ブランドサイト」において『みのり
の大地』の連載が始まりました。
　このコミックは、倉吉市が誘致した大手フィギュア
メーカーの連携企業が手がけるＨＯＮＤＡの耕耘機と
オリジナルキャラクターの女の子がセットになったプ
ラモデルがきっかけとなりスタート。英語やポルトガ
ル語など５か国でも翻訳されています。
　物語は、都会に暮らす“みのりちゃん”が倉吉市で農
業に出会い成長していくヒューマンストーリーとなっ
ており、第一話では、倉吉市に住むおじいちゃんと再開
する場面が描かれています。

　今後は毎月１日に更
新！ 下記のＱＲコー
ドからぜひご覧くださ
い！

4/ 22 スイカの交配順調

4/ 23 年金友の会会長会

農業実践研修生受け入れ～㈱グリーンファーム大黒～

倉吉市を舞台にしたウェブコミックが
スタートしました！ ～「みのりの大地」～

主人公の「みのりちゃん」

植え付けを行う今田さんと妻の智子さん

「がぶりこ」の交配に汗を流す中谷さん

グリーンファーム大黒の金田英樹常務から指導を受ける研修生たち

年金友の会会長会の様子
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葬祭センター

0120ｰ80ｰ9831
TEL（0858）47-0983 
FAX（0858）47-0981

通話料無料
24時間受付

JA鳥取中央 

TEL（0858）47-4300
FAX（0858）47-4320

メモリアルホール
報恩舎

TEL（0858）48-2100
FAX（0858）48-2101

メモリアルホール
福　本

TEL（0858）53-1184
FAX（0858）52-3943

メモリアルホール
あじさい

〒682-0017
倉吉市清谷町2丁目143

〒682-0604
倉吉市福本220-1

〒689-2303
琴浦町徳万282-13

提案事項は原案どおり承認されました。
第1回 （平成31年2月28日（木）開催）
１）固定資産の減損処理について
２）年度末賞与の支給について
３）平成30年度本決算について
４）第21年度剰余金処分案について
５）平成31年度収支計画について
６）マネー・ローンダリングおよび反社会的勢力

等への対応に関する規程類の改正等について
７）平成31年総代選挙にかかる選挙管理者、選挙立会人、投票管理

者、投票立会人、開票管理者及び、開票立会人の選出について
８）補助事業に係る建設委員会の設置及び

委員の選任について
９）貯金満期案内（ＤＭ発送）の一部廃止に

ついて
10）貯金保険機構検査指摘事項に対する改

善・対応策の回答について
11）その他
第2回 （平成31年3月29日（金）開催）
１）固定資産の減損処理について
２）平成30年度本決算及び剰余金処分案

の修正について
３）平成30年度子会社本決算の修正につ

いて
４）定款の一部変更について
５）定款変更に伴う監事監査規程の一部変

更について
６）機構改革について
７）職制規程の一部変更について
８）有給休暇の取得義務付けにかかる職員

就業規則の一部変更について
９）個人情報保護法等に基づく公表事項等

の改正について
10）平成31年度賦課金の徴収方法について
11）平成31年度補助事業等による施設設

置計画について
12）固定資産の取得並びに資金の借入につ

いて
13）「ＪＡバンク基本方針」の変更について
14）信用事業譲渡ならびに連合会代理店化検討を

踏まえた信用事業運営体制の決定について
15）資金の貸出について
16）平成31年度不良債権の処理方針につ

いて
17）第21回通常総代会の開催について
18）その他

理事会報告

春からシロアリの
動きが活発に!!

㈱グリンコープ建築事業部より

農作業事故にご注意！
　春の農繁期はトラクターなどの農業機械で作業を行う機会が増え、農作業事故が多くなる
時期となってます。また、気温の上がる５月頃から熱中症による事故の発生も多くなり、農業就
業者の高齢化にともない、より一層の安全意識と注意喚起が重要となっております。

重点注意事項をいくつか挙げておきます
●事前に危険な場所や作業をチェックし危険箇所のマーキングや作業の注意点を確認しましょう。
●作業前には機械の点検を行い少しでも不具合箇所があれば、そのまま使用せず、お近くの
農機センター、事業所で点検整備を受けましょう。
●作業時にはヘルメット、シートベルトの着用、機械には安全キャブ、フレームを利用しましょう。
●農業機械で道路の走行する場合には夜間の追突事故を防止する
為、「低速車マーク」や「反射テープ」を装着しましょう。
●春先より気温も上昇し始めます。この時期は身体が暑さになれて
いない為、多少の暑さでも熱中症にかかりやすくなっています。こ
まめな水分補給・休憩に心掛けましょう。

貯金通帳摘要欄（コメント）入力終了について
　当ＪＡはこれまで、お客さまからのご依頼にもとづき、貯金口座の入出金取引において、伝票
摘要欄にご記入いただいた文言を入力し、通帳摘要欄にコメントを表示させておりましたが、誠
に勝手ながら「お客さまの待ち時間短縮」と「事務負担軽減」のため、本取扱いを終了させて頂
くこととしました。（給与・年金振込や公共料金引き落とし等の摘要は引き続き表示されます。）
※尚、営農口座については引き続き、摘要コメントを入力させていただきます。
◎コメント入力終了日 ： 令和元年６月３日（月）より

相談プラザ（３店舗）廃止のおしらせ

■相談プラザ廃止店舗
　廃止店舗名
湯梨浜相談プラザ
下郷相談プラザ
以西相談プラザ

　　　　　　所　　在　　地
東伯郡湯梨浜町長和田１３２２-１　☎３２-０２２１
東伯郡琴浦町釛４７４　　　　　 ☎５３-２７２５
東伯郡琴浦町高岡４７０　　　　 ☎５５-７２１１

　このたび当組合は平成３０年１１月２６日（月）より、駐在職員を配置し営業して参りましたが、
当該施設のご利用者は僅かであり、令和 元年５月３１日(金)をもちまして、「湯梨浜相談プラ
ザ」・「下郷相談プラザ」・「以西相談プラザ」を廃止させていただくことになりました。

■廃止日　令和元年５月31日（金） 業務終了後
◎ＡＴＭ（硬貨対応・通帳繰越機能機種）は引き続きご利用できます。

【19312500085】

　爆音機の使用にあたっては次のことに注意
しましょう。
１．防鳥網、テグスの設置などで被害対策を行
い、できるだけ爆音機の使用を控えましょう。

２．深夜から早朝（午後10時～翌日の午前６時）
までは使用しない。

３．住宅地、隣接道路等からできるだけ離れた
場所に設置しましょう。

４．使用する期間、音量、台数は必要最小限にし
ましょう。

５．爆音機の間隔はできるだけ長くしましょう。
６．必要に応じてタイマーなどを設置すること。
　地域全体が「みんなが住みやすい地域」とな
りますようご協力よろしくお願いします。

カラス対策の爆音機の使用について
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踏まえた信用事業運営体制の決定について
15）資金の貸出について
16）平成31年度不良債権の処理方針につ

いて
17）第21回通常総代会の開催について
18）その他
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農作業事故にご注意！
　春の農繁期はトラクターなどの農業機械で作業を行う機会が増え、農作業事故が多くなる
時期となってます。また、気温の上がる５月頃から熱中症による事故の発生も多くなり、農業就
業者の高齢化にともない、より一層の安全意識と注意喚起が重要となっております。

重点注意事項をいくつか挙げておきます
●事前に危険な場所や作業をチェックし危険箇所のマーキングや作業の注意点を確認しましょう。
●作業前には機械の点検を行い少しでも不具合箇所があれば、そのまま使用せず、お近くの
農機センター、事業所で点検整備を受けましょう。
●作業時にはヘルメット、シートベルトの着用、機械には安全キャブ、フレームを利用しましょう。
●農業機械で道路の走行する場合には夜間の追突事故を防止する
為、「低速車マーク」や「反射テープ」を装着しましょう。
●春先より気温も上昇し始めます。この時期は身体が暑さになれて
いない為、多少の暑さでも熱中症にかかりやすくなっています。こ
まめな水分補給・休憩に心掛けましょう。

貯金通帳摘要欄（コメント）入力終了について
　当ＪＡはこれまで、お客さまからのご依頼にもとづき、貯金口座の入出金取引において、伝票
摘要欄にご記入いただいた文言を入力し、通帳摘要欄にコメントを表示させておりましたが、誠
に勝手ながら「お客さまの待ち時間短縮」と「事務負担軽減」のため、本取扱いを終了させて頂
くこととしました。（給与・年金振込や公共料金引き落とし等の摘要は引き続き表示されます。）
※尚、営農口座については引き続き、摘要コメントを入力させていただきます。
◎コメント入力終了日 ： 令和元年６月３日（月）より

相談プラザ（３店舗）廃止のおしらせ
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　廃止店舗名
湯梨浜相談プラザ
下郷相談プラザ
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東伯郡湯梨浜町長和田１３２２-１　☎３２-０２２１
東伯郡琴浦町釛４７４　　　　　 ☎５３-２７２５
東伯郡琴浦町高岡４７０　　　　 ☎５５-７２１１

　このたび当組合は平成３０年１１月２６日（月）より、駐在職員を配置し営業して参りましたが、
当該施設のご利用者は僅かであり、令和 元年５月３１日(金)をもちまして、「湯梨浜相談プラ
ザ」・「下郷相談プラザ」・「以西相談プラザ」を廃止させていただくことになりました。

■廃止日　令和元年５月31日（金） 業務終了後
◎ＡＴＭ（硬貨対応・通帳繰越機能機種）は引き続きご利用できます。
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　爆音機の使用にあたっては次のことに注意
しましょう。
１．防鳥網、テグスの設置などで被害対策を行
い、できるだけ爆音機の使用を控えましょう。

２．深夜から早朝（午後10時～翌日の午前６時）
までは使用しない。

３．住宅地、隣接道路等からできるだけ離れた
場所に設置しましょう。

４．使用する期間、音量、台数は必要最小限にし
ましょう。

５．爆音機の間隔はできるだけ長くしましょう。
６．必要に応じてタイマーなどを設置すること。
　地域全体が「みんなが住みやすい地域」とな
りますようご協力よろしくお願いします。

カラス対策の爆音機の使用について
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倉吉市西倉吉町21-5
TEL／48-2525　　定休日／なし
営業時間／9：00～18：00

好評発売中！！
いよいよ待ちに待った大原トマトの販売です！！
毎年大人気の大原トマトをぜひご賞味ください。

おまたせしました
！

安心安全「大原トマト」

　今回ご紹介するのは前田知也さんです。前田さんは就農11
年目。農家の後継者として県外から鳥取へ帰り、農業大学校で
学んだあとイチゴを中心としてハウス栽培に取り組み、ブロッ
コリーや花卉（ストック）のほか周年で色々な野菜を満菜館に
出荷しています。
　ハウスでの栽培が中心のため、害虫や病原菌の防除には特に
気を遣うそうで、就農当初の苦い経験から、初期での予防と早
急な対処に心掛けているとのことでした。
　以前の取材で「オリジナルのパッケージでイチゴを販売し
て、お客さんに選ばれ手に取っていただきたい！」と話してい

た前田さん。自身の服装や持ち物に刺繍やバッチなどでオシャレをするように、栽培したイチゴや野菜にも前
田さんオリジナルのシールを貼って、差別化・ブランド化に取り組んでいるそうです。「直売所のお客さんから
直接『前田さんのところの野菜美味しいね』と声を掛けられるのが嬉しいし励みになります」と熱い思いを
語ってくれました。
　「同じイチゴでも、品種や生産者によって甘味や酸味に違いが生まれます。野菜も一緒なので、色々な種類や
味を楽しんだり、自分好みの味の生産者を見つけるといった楽しみ方もありますね」
　今後はＳＮＳでの情報発信や加工品にも挑戦してみたいとのこと。頑張って下さい！ 応援しています!!
　ここで満菜館の正木店長からひとこと「これから倉吉産のプリンスメロンをかわきりに、西瓜、ブドウと
次々と入荷します。満菜館は旬の果物や新鮮野菜をたくさん取り揃えていますので、みなさん是非お立ち寄り
ください!!」

前田知也さん（46歳）　琴浦町中尾

果物や野菜もオシャレに販売！
くり はら しげ　お
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家庭菜園
　蔓（つる）が長く伸びるのが蔓性種、ほとんど蔓が伸びないのが矮

（わい）性種、そしてその中間種があります。
　生育適温は15～25℃で、寒さにも暑さにも弱く、10℃以下になる
と生育が止まり、軽い霜でも枯れてしまいます。一方、30℃以上にな
ると極端にさやが着かなくなります。酸性土壌も苦手で(pH5以下は
不適）、連作も嫌います。同じ畝では2年以上あけて栽培します。

種 ま き

収 　 穫支柱立て・敷きわら

間引き・追肥

種は大きなものを選んでまく。霜の
心配がなければ早まきし、高温期
に入るまでに茎葉が生長するよう
にする

矮性種

蔓性種 ⬇

あなたもチャレンジ!
インゲンマメインゲンマメ

追肥後覆土

花の咲く前に
化成肥料を追肥
60～70ｇ/㎡

種2、3粒

矮性種 25㎝
蔓性種 30㎝

夏になるまでに、乾燥を防ぐために
敷きわらをする。蔓性種のばあい
は、支柱を立て、蔓が伸びはじめた
ら支柱に蔓を巻きつかせる

花が咲きだして10～12日
で収穫できるようになる。
実がふくれすぎないうちに
収穫する

１週間程度で発芽する。本葉が1枚出たこ
ろに、矮性種は1か所2株に、蔓性種では
1株に間引きする。雑草が茂らないうちに
畝面を軽く耕して、株元へ土を寄せる

矮性種は花が咲きだす前に1回、蔓性種
は花が咲きだしてから2回に分けて追肥
する。溝を作って追肥後は覆土する

1か所2株に

⬇ ⬇

2回めの追肥

1回めの追肥

200㎝

表紙の写真説明

　今回の表紙は、湯梨浜町羽合にお住
まいの冨山邦子さんに「令和元年」の文
字と共に登場していただきました。
　冨山さんは、イチゴ栽培を手伝いな
がら書活動を続け、地域の人達との出
会いを大切に湯梨浜の湖畔で静かに“筆
の持てる至福のひと時”を感じている
といいます。「書くことで自分を表現す
るよろこびや楽しさを感じる」と話す冨
山さん。書を始めた時に指導してくれ
た先生の手のぬくもりを今でも覚えて
いると話し、「書を通し多くのことを学
ぶことができました。令和になっても
元気で書き続けていきたいですね」と
いきいきとした笑顔と力強い「令和元
年」をいただきました♪

日にち　2019年6月22日㊏・23日㊐
会　場　倉吉市大御堂廃寺跡
　　　　　　　（倉吉市市営ラグビー場隣り）

第９回 中部発！

　スイカやメロン、鳥取和牛などの
試食や販売、ご当地Ｂ級グルメの出店、
ステージイベントなど盛りだくさんの
２日間！ ぜひお越しください！

ひょっこりはんも
来るよ！

ＪＡイベ
ント情報ＪＡイベ
ント情報

食のみやこフェスティバル

冨
とみ

 山
やま

 邦
ほう

 蘭
らん
（邦

くに
子
こ

）さん（79）
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ら
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う
た
う
川
柳鈴

木

　公
弘

　選

十
連
休
あ
る
が
我
が
家
は
安
近
短

　
　
　
　
　
　倉

吉

市

　山
本
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少
女
へ
と
戻
る
同
窓
会
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　明

石

市

　小
田

　和
子

現
実
を
忘
れ
い
き
い
き
旅
を
す
る

　
　
　
　
　
　北

栄

町

　河
本
裕
美
子

夢
叶
い
グ
ル
メ
訪
ね
る
旅
歩
き

　
　
　
　
　
　
　倉

吉

市

　石
田

　稔
子

思
い
出
の
修
学
旅
行
ア
ル
バ
ム
に

　
　
　
　
　
　湯
梨
浜
町

　小
谷

　哲
美

列
車
旅
き
し
む
線
路
の
子
守
歌

　
　
　
　
　
　
　倉

吉

市

　堀

　か
ず
こ

老
い
二
人
バ
ス
相
席
の
照
れ
る
旅

　
　
　
　
　
　倉

吉

市

　髙
多

　和
弘

家
路
に
就
け
ば
旅
の
思
い
出
蜃
気
楼

　
　
　
　
　北

栄

町

　西
村
奈
保
子

ス
ト
レ
ス
が
夢
の
旅
ま
で
追
っ
て
く
る

　
　
　
　三

朝

町

　松
原

　
　猛

平
成
の
旅
終
え
靴
を
履
き
変
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　倉

吉

市

　山
崎
恵
美
代

【
今
月
の
佳
吟
】

※
次
号
の
課
題
は
「 

明
　
日 

」
で
す
。
　締
切
5
月
17
日（
金
）必
着

住
所
、氏
名（
雅
号
も
フ
ル
ネ
ー
ム
を
ご
記
入
下
さ
い
）、電
話
番
号
、作
品
一
人
三
句
以
内

を
、裏
表
紙
に
あ
る
応
募
用
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
評
）　
こ
の
選
評
を
書
き
終
え
て
一
週
間
ほ
ど
経
て
ば
、
30
年
余
り
続
い
た
「
平
成
」
か

ら
「
令
和
」
へ
と
元
号
が
変
わ
る
。
商
売
関
係
に
は
そ
れ
な
り
の
影
響
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
節
目
を
意
識
し
な
く
て
よ
い
暮
ら
し
の
方
々
に
と
っ
て
、
ど
の

よ
う
に
映
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
農
業
は
自
由
貿
易
の
名
の
下
に
外
国
の
産
物

と
闘
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
代
に
替
わ
り
、
戦
争
こ
そ
な
か
っ
た
も
の
の
防
衛

予
算
だ
け
は
確
実
に
増
え
続
け
た
。
格
差
社
会
が
固
定
さ
れ
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
を
飢
餓
の
淵
へ
と
追
い
込
ん
で
い
る
。
鳥
取
県
中
部
地
震
の
よ
う
な
自
然
災
害

が
追
い
打
ち
を
か
け
て
汲
汲
と
し
た
平
成
時
代
で
も
あ
っ
た
。
新
し
い
令
和
の
時

代
は
弱
者
を
生
ま
な
い
社
会
政
策
に
変
え
、
安
寧
な
日
々
が
送
ら
れ
る
よ
う
国
政

を
主
導
し
た
い
も
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
投
句
総
数
59
）

◆
今
後
の
課
題
　「 

金 

」　
締
切
6
月
21
日（
金
）予
定

課
題　
　
　
　
「 

旅 

」

■
小
型
耕
運
機
で
作
業
中
、
ロ
ー
タ
リ
ー
が
跳
ね
て
走
っ

て
し
ま
い
、
軽
ト
ラ
に
ぶ
つ
け
て
し
ま
っ
て
多
額
な
出
費

に
な
り
ま
し
た
。 

（
垣
原
さ
ん
）

■
プ
ラ
ン
タ
ー
菜
園
で
、
水
や
り
を
う
っ
か
り
忘
れ
て
枯

ら
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
。 

（
本
内
さ
ん
）

■
う
ど
ん
に
七
味
を
か
け
た
つ
も
り
が
シ
ナ
モ
ン
を
か
け

て
い
て
が
っ
か
り
。
ま
ず
か
っ
た
で
す
。

 

（
き
ょ
ん
さ
ん
さ
ん
）

■
友
達
に
映
画
の
チ
ケ
ッ
ト
を
も
ら
い
、
夫
婦
で
観
に
行

き
ま
し
た
が
、
チ
ケ
ッ
ト
を
も
っ
て
い
く
の
を
忘
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。 

（
メ
リ
ー
ポ
ピ
ン
ズ
さ
ん
）

■
詰
め
替
え
用
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
の
入
れ
物
に
シ
ャ

ン
プ
ー
を
入
れ
て
し
ま
っ
た
事
。
泡
が
出
て
大
変
で
し
た
。

 

（
８
７
６
９
さ
ん
）

■
大
失
敗
も
日
々
の
小
失
敗
が
か
さ
な
っ
て
、
例
え
ば
起

床
時
の
う
っ
か
り
寝
ぼ
う
か
ら
よ
ろ
け
て
角
に
頭
を
ぶ
つ

け…

。
そ
ん
な
調
子
で
す
、
日
々
。 

（
中
尾
さ
ん
）

■
財
布
の
忘
れ
物
で
す
。
中
身
は
無
く
、
財
布
だ
け
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。 

（
福
井
さ
ん
）

■
ラ
ジ
オ
（
携
帯
）
を
聞
き
な
が
ら
庭
の
手
入
れ
中
、
草

を
切
っ
て
い
る
つ
も
り
が
一
緒
に
イ
ヤ
ホ
ン
を
切
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ま
だ
買
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
の
に…

。

 

（
テ
ラ
コ
さ
ん
）

■
親
戚
の
法
事
の
日
、
雨
が
降
っ
て
い
た
の
で
汚
れ
る
と

思
い
、
古
い
方
の
黒
靴
を
履
い
て
行
っ
た
。
す
る
と
、
靴

底
が
パ
カ
ッ
と
取
れ
て
し
ま
い
急
い
で
新
し
い
靴
を
と
り

に
帰
っ
た
。
誰
に
も
見
ら
れ
て
い
な
い
の
で
ホ
ッ
と
し
た
。

 

（
Ｍ
母
さ
ん
さ
ん
）

■
古
紙
を
回
収
す
る
ボ
ッ
ク
ス
に
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
一
杯
分

の
古
新
聞
な
ど
を
入
れ
終
わ
っ
て
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
用

機
器
の
ボ
タ
ン
を
押
し
間
違
え
て
ポ
イ
ン
ト
が
付
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
体
中
か
ら
力
が
抜
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

 

（
倉
本
さ
ん
）

■
朝
ま
だ
薄
暗
い
時
に
着
替
え
た
時
、「
服
が
小
さ
く
な
っ

た
？
」
と
思
っ
た
ら
前
と
後
が
逆
で
し
た
。

 

（
あ
っ
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

■
慌
て
て
乗
っ
た
電
車
が
逆
方
向
、
し
か
も
快
速
。
も
ち

ろ
ん
、
打
ち
合
わ
せ
は
、
中
止
。 

（
ポ
チ
さ
ん
）

【
次
号
の
お
題
】

「
最
近
、
気
に
な
る
こ
と
」

　
と
い
う
事
で
、
次
号
の
お
題
は
「
最
近
、
気
に
な
る
こ
と
」

を
大
募
集
で
す
。
数
年
前
か
ら
特
に
時
間
の
経
過
を
早
く
感

じ
る
よ
う
に
な
り
、
一
年
が
過
ぎ
る
の
は
あ
っ
と
い
う
間
。

毎
年
恒
例
、
春
の
米
の
種
ま
き
も
、
つ
い
こ
の
間
の
事
だ
と

思
っ
て
い
た
ら
、も
う
今
年
の
準
備
に
追
わ
れ
て
い
る
始
末
。

子
ど
も
の
頃
の
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
も
う
一
度
過
ご

し
た
い
な
ぁ
〜
。
み
な
さ
ん
の
「
最
近
、
気
に
な
る
こ
と
」

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

今月もたくさんのお便りありがとうございました。

を教えて下さい。

うっかりやってしまった大失敗

今月のお題

読者からの
お便り紹介
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、
気
に
な
る
こ
と
」

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

今月もたくさんのお便りありがとうございました。

を教えて下さい。

うっかりやってしまった大失敗

今月のお題

読者からの
お便り紹介

■作り方

■材　料（2人分）
かつおたたき

（刺身用さく）…200g
玉ねぎ…………1/4個
貝割れ菜………1/4パック
サニーレタス…4枚
水菜……………10g
ラディッシュ…2個

〈中華ドレッシング〉
　にんにく………みじん切り少々
　しょうが………みじん切り少々
　しょうゆ………小さじ2
　酢………………小さじ1
　コチュジャン…小さじ1/2
　ごま油…………小さじ1
白炒りごま………大1/2
糸唐辛子…………適宜

① 玉ねぎは横に薄切りにし、貝割れ菜は根元を切る。サニー
レタスはひと口大にちぎる。水菜は3～4㎝長さに切り、ラ
ディッシュは薄い輪切りにする。いずれも冷水に通して水
気を拭き皿に盛る。

② 中華ドレッシングを合わせる。
③ かつおたたきは、そぎ切りにする。
④ ①の器に③のかつおのたたきを盛り、②の中華ドレッシン

グをかける。白炒りごま、糸唐辛子をのせる。

大空に泳ぐ鯉のぼりが、元気よくひるがえり、風薫るすがすがしい季節となりました。旬の玉ねぎを使ったサラダを紹介します。

かつおのたたきの中華風サラダ
　旬のかつおにごま油をきかせた香ばしいドレッシングのサラダ
です。玉ねぎはもちろん、シャキシャキの野菜といっしょに食べる
とさっぱり美味しくいただけます♪ いつものかつおのたたきと
違う味わいをご堪能下さい。

小田　秀 料理探究家
ヘルシー！おしゃれ♥なCaféレシピに定評がある。
安全安心な食材を用いた、健康を意識した料理を探究
中。料理教室を開催している。管理栄養士、サプリメン
トアドバイザー、健康運動指導士などの資格を持つ。おうちでごはん!
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●アンケートにお答えください。
　「ドリームちゅうおう5月号」良かった記事は？（複数回答可）

●クロスワードパズルに応募される方はお書きください。
　（※応募されない方は空欄で構いません。）
「クロスワードパズル」の答え

□ 表紙
□ 特集
□ あぐりキッズスクール
□ ～次代を担う～＆農の匠からのメッセージ
□ 女性会・青壮年部の活動紹介
□ 鳥取東伯ミートへようこそ！
□ 地域情報発信室

□ トピックス
□ 直売所探検隊
□ あなたもチャレンジ！家庭菜園
□ 読者からのお便り紹介
□ 暮らしをうたう川柳
□ 旬をたべちゃお♪おうちでごはん！
□ クロスワードパズル

Ａ

6 8 2 8 7 9 0

郵 便 は が き

料金受取人払郵便

倉 吉 局
承 認

462
差出有効期間
2021年2月
7日まで
切手不要

倉
吉
市
越
殿
町
１
４
０
９

鳥
取
中
央
農
業
協
同
組
合

総
務
部
　
広
報
課  

宛

良かった理由：

※ドリームちゅうおう誌面にて発表することがありますので
　ご了承ください。

（ペンネーム：　　　　　　　　　　　　）

Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

住所

氏名

電話
番号

※個人情報については、プレゼントの発送、及び「ドリーム
　ちゅうおう」の紙面作り以外には使用しません。

※クロスワードの正
解者の方には、抽
選で「プリンスメロ
ン」をプレゼント致
します。

●次号のお便りのお題「最近、気になること」を教えてくだ
さい。また、「暮らしをうたう川柳」への応募、JA鳥取中
央グループに対するご意見・ご要望など、ご自由にお書
きください。

✂ キ リ ト リ ✂

✂

キ

リ

ト

リ

✂

 1 人に相談すると解消することも
 4 障子やふすまをはめます
 7 ガロのヒット曲『─街の喫茶店』
 9 改札やホームがあります
 10 漢字では「茱萸」や「胡頽子」と書きま

す。サクランボに似た実がなります
 11 舞台の上で演じられるもの
 13 子守熊ともいわれるオーストラリ

アの動物
 15 太陽の光がよく当たる場所
 16 ─遣い　─口　─足
 17 夏至は一年で最も─が短い日
 18 日本三景の中で一番北にあるのは
 20 平熱よりも少し高め
 21 人家の軒先に巣を作ることもあり

ます

 1 雨の多い時期に活躍する履き物
 2 ネギやごま、七味唐辛子など
 3 ショッピングモールにはたくさん

並んでいます
 5 新進─の芸術家
 6 吸ったり吐いたりします
 8 融通が利かない人
 12 父の日に、黄色い─の花を贈る習

慣もあります
 13 物を非常に細かく砕いた状態
 14 未熟なうちに収穫した大豆
 15 ランチの後にうとうと
 16 歯磨きをして予防します
 17 もしものときのために準備してお

く物。スペアともいいます
 19 トイレットペーパーの芯やちくわ

のような形のこと

タテのカギ ヨコのカギ二重マスの文字をA～Eの順に並べてでき
る言葉は何でしょうか？

Ａ

今月のプレゼントは

クロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズル

シヤクナゲ
春号の答え

プリンスメロン

B C D E
応　募　要　項

※当選は発送をもってかえさせていただきます。 ※個人情報については、プレ
　ゼントの発送、及び「ドリームちゅうおう」の紙面作り以外には使用しません。

下記「応募ハガキ」に、クイズの答えをお書きの上、応募締切までに切
り取ってポストへ投函するか、各支所へお持ち下さい。
※通常ハガキ・ＦＡＸ・メール・HPからも応募可能です。クイズの答えの
他「良かった記事・住所・氏名・電話番号」をお書きの上ご投函下さい。
●応募締切　5月20日（月） 当日消印有効
●応 募 先　〒682-0867 鳥取県倉吉市越殿町1409
　　　　　　JA鳥取中央 広報課宛
●Ｆ Ａ Ｘ　23－3070
●Ｅメール　kouhou@ja-tottorichuou.or.jp

HPでも応募できます


